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駐車場整備地区等 基準床面積

百貨店その他の店舗 2500㎡ごとに1台

事務所 5500㎡ごとに1台

倉庫 2000㎡ごとに1台

その他 3500㎡ごとに1台

対象用途

・駐車場整備地区
・商業地域
・近隣商業地域

特定用途

駐車場整備地区等 基準床面積

百貨店その他の店舗 250㎡ごとに1台

その他 300㎡ごとに1台

共同住宅 350㎡ごとに1台

その他 300㎡ごとに1台

・駐車場整備地区
・商業地域
・近隣商業地域

特定用途

非特定用途

対象用途

●駐車場の必要台数および必要面積の検討

　駐車施設等の規模の想定のため、駐車場の台数および必要面積を算定する。

　なお、検討対象地の建物規模や用途が定まっていないことから、本検討では想定される最大規模にて算定する。

　検討対象地は、東京都駐車場条例により駐車場整備地区等に定められているため、条例に基づき必要台数および

面積を検討する。

【検討①：延床面積26,000㎡の場合】

　特定用途部分を5割、非特定用途部分を5割と仮定し、検討する。

　特定用途部分：26,000㎡×0.5＝13,000㎡　非特定用途部分：26,000㎡×0.5＝13,000㎡

　1．附置義務対象の確認

　　特定用途部分の面積＋非特定用途部分の面積×3/4＝13,000＋13,000×3/4＝22,750

　　延べ面積が1,500㎡以上の場合は附置義務の対象となるため、本件は附置義務対象に該当する。

　2．附置台数の算定（想定）

　　

　　特定用途は公会堂、集会場、展示場、ホテル、飲食店、体育館、百貨店その他の店舗、事務所、などの用途

　　や、これらの２以上のものとなる。特定用途に当てはまらないものは、非特定用途となる。

　　特定用途部分を「その他」、非特定用途については「その他」とし、算定する。

　　特定用途部分：13,000㎡/300≒44　非特定用途部分：13,000㎡/300≒44台

　　合計44＋44＝88台（最大）

　3．荷さばき駐車施設附置台数の算定

　　

　　対象用途を「その他」とし算定する。

　　13,000/3,500＝3.7→4台

　4．延床面積26,000㎡の場合の駐車台数

　総台数：一般駐車施設約90台（内　荷さばき駐車施設6台）　

　必要面積：約90台×50㎡※＝約4,500㎡　※車路や車室を含めた1台あたりの想定面積を50㎡とする

　よって、26,000㎡程度の場合、地下に2層程度の駐車場を設けることが適正と考える。

　　

　　

【検討②：延床面積16,000㎡の場合】

　特定用途部分を5割、非特定用途部分を5割と仮定し、検討する。

　特定用途部分：16,000㎡×0.5＝8,000㎡　非特定用途部分：16,000㎡×0.5＝8,000㎡

　1．附置義務対象の確認

　　特定用途部分の面積＋非特定用途部分の面積×3/4＝8,000＋8,000×3/4＝14,000

　　延べ面積が1,500㎡以上の場合は附置義務の対象となるため、本件は附置義務対象に該当する。

　　

　2．附置台数の算定

　　特定用途部分を「その他」、非特定用途については「その他」とし、算定する。

　　特定用途部分：8,000㎡/300≒27台　非特定用途部分：8,000㎡/300≒27台

　　合計27＋27＝54台（最大）

　3．荷さばき駐車施設附置台数の算定

　　対象用途を「その他」とし算定する。

　　8,000/3500＝2.2→3台

　4．延床面積16,000㎡の場合の駐車台数

　総台数：一般駐車施設約55台（内　荷さばき駐車施設3台）

　必要面積：約55台×50㎡※＝約2,750㎡　※車路や車室を含めた1台あたりの想定面積を50㎡とする

　よって、16,000㎡程度の場合、地下に1～2層程度の駐車場を設けることが適正と考える。

延床面積26,000㎡の場合と延床面積16,000㎡の場合を検討し、駐車場はそれぞれ地下１～２層程度設けることが適

正であることがわかる。なお、それぞれの台数は計画の規模および用途によって前後するため今後詳細な検討が必

要である。

また、検討対象地西側にある中杉通りは、パーキングメーター付の「時間制限駐車区間」（日曜、休日も含む）に指定

されており、全体で160台、検討対象地から徒歩5分圏内（300m以内）に42台が設置されている。

区のまちづくり方針等を考慮すると、検討対象地の施設に設ける駐車場台数は、附置義務台数に加えて検討することが

考えられる。

●駐車場出入口について

　検討対象地について、駐車場出入口位置

を検討する。

　駐車場法より、駐車場出入口を設けては

ならない場所および検討の必要がある箇所

を右図に示す。

　検討対象地北側については、現在横断歩

道があるため、駐車場出入口を設ける場合

には関係官公庁との協議が必要である。

　また、東側に出入口を設ける場合には、

東側道路が一方通行であることから、JR阿

佐ヶ谷駅前の交差点を右左折して進入する

こととなるため、駅前交通量の増加に留意

する必要がある。

■駐車施設について

検討対象地　駐車場出入口位置について検討対象地　駐車場出入口位置について

■駐車施設について

設けてはならない設けてはならない
検討の必要あり
設置に適した場所設置に適した場所

5m

96
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m

55m 5m

　交差点の側端から 5m以内でも、国土交通大臣が交通に支障がないと認めた場合は、路外駐車場の出入口を設けられる。　交差点の側端から 5m以内でも、国土交通大臣が交通に支障がないと認めた場合は、路外駐車場の出入口を設けられる。※※

・「前面道路が 2以上あ
る場合は、自動車交通
に支障を及ぼすおそれ
の少ない道路に設ける

・「前面道路が 2以上あ
る場合は、自動車交通
に支障を及ぼすおそれ
の少ない道路に設ける

PP

救急車動線救急車動線今後協議の可能性あり今後協議の可能性あり

駅前交通量への配慮駅前交通量への配慮
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令和 6年 11 月現在

JR 中央線　阿佐ヶ谷 JR中央線　高円寺

自転車放置禁止区域

民営自転車駐車場

排気量 125cc 以下のバイクが駐車可

排気量 125cc 超過のバイクが駐車可

名　称
Parking in 阿佐ヶ谷駅東第 2駐輪場　　　

Parking in 阿佐ヶ谷駅前駐輪場　　

Parking in　阿佐ヶ谷駅東駐輪場

Parking in　阿佐ヶ谷駅西駐輪場

サイクルパーク阿佐谷南第５駐輪場

サイクルパーク阿佐谷南第４駐輪場

阿佐谷北口駅前ビル駐輪場　　　

三井のリパーク阿佐ヶ谷　　　　　　　　

CHARISTA 阿佐ヶ谷駅前駐輪場

サイクルパーク阿佐ヶ谷南第２駐輪場

Parking in　ビーンズ阿佐ヶ谷駐輪場

エコステーション 21 西友阿佐ヶ谷店駐輪場

エコステーション 21

パークハウス阿佐ヶ谷レジデンス駐輪場

サイクルパーク阿佐ヶ谷南第３駐輪場

ユアーズ・パーキング阿佐ヶ谷駅前駐輪場第 1

Parking in　阿佐ヶ谷南２丁目駐輪場

キプト阿佐谷南駐輪場

東洋カーマックス阿佐谷南２丁目駐輪場

高円寺北自転車駐車場　　　　　

Parking in 高円寺駅東駐輪場

Parking in　高円寺南３丁目駐輪場　　　　

ＴＡＣＹサイクルパーク高円寺駐輪場　　

エコプール高円寺駅北口駐輪場（定期専用）

TOBUPARK 高円寺駅南口時間貸駐輪場

運 営
民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

民営

区営

民営

民営

民営

民営

民営

収容台数
1437

622

337（8）

501（30）

33

33

96

74

32

119

20

206

72

58

128

56

52

64

2537

406

173（76）

62

14

114（15）

所 在 地
阿佐谷南 2-41-1

阿佐谷南 3-58-1

阿佐谷南 2-41-1

阿佐谷南 3-56-1

阿佐谷南 1-35-13

阿佐谷南 3-32-17

阿佐谷北 2-13-2

阿佐谷南 2-14-9

阿佐谷北 1-8-2

阿佐谷南 3-37

阿佐谷南 3-58-1

阿佐谷北 1-5-6

阿佐谷南 3-35-8

阿佐谷南 3-32-14

阿佐谷北 2-11-17

阿佐谷南 2-40-1

阿佐谷南 1-47-8

阿佐谷南 2-14

高円寺北 3-20-23

高円寺南 4-50-2

高円寺南 3-65

高円寺南 4-48

高円寺北 2-3-18

高円寺南 3-58-18

電　話

―

03-3336-1530

―
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（　　）内はバイクの収容台数

自転車駐車場（駐輪場）

阿
佐
ヶ
谷

　高
円
寺

自転車 バイク

1 Parking in 阿佐ヶ谷駅東第 2 駐輪場　　　 民営 1,437 阿佐谷南 2-41-1

2 Parking in 阿佐ヶ谷駅前駐輪場　　 民営 622 阿佐谷南 3-58-1

3 Parking in　阿佐ヶ谷駅東駐輪場 民営 337 8 阿佐谷南 2-41-1

4 Parking in　阿佐ヶ谷駅西駐輪場 民営 501 30 阿佐谷南 3-56-1

5 サイクルパーク阿佐谷南第５駐輪場 民営 33 阿佐谷南 1-35-13

6 サイクルパーク阿佐谷南第４駐輪場 民営 33 阿佐谷南 3-32-17

7 阿佐谷北口駅前ビル駐輪場　　　 民営 96 阿佐谷北 2-13-2

8 三井のリパーク阿佐ヶ谷　　　　　　　　 民営 74 阿佐谷南 2-14-9

9 CHARISTA 阿佐ヶ谷駅前駐輪場 民営 32 阿佐谷北 1-8-2

10 サイクルパーク阿佐ヶ谷南第２駐輪場 民営 119 阿佐谷南 3-37

11 Parking in　ビーンズ阿佐ヶ谷駐輪場 民営 20 阿佐谷南 3-58-1

12 エコステーション 21 西友阿佐ヶ谷店駐輪場 民営 206 阿佐谷北 1-5-6

13
エコステーション 21
パークハウス阿佐ヶ谷レジデンス

民営 72 阿佐谷南 3-35-8

14 サイクルパーク阿佐ヶ谷南第３駐輪場 民営 58 阿佐谷南 3-32-14

15 ユアーズ・パーキング阿佐ヶ谷駅前駐輪場第 1 民営 128 阿佐谷北 2-11-17

16 Parking in　阿佐ヶ谷南２丁目駐輪場 民営 56 阿佐谷南 2-40-1

17 キプト阿佐谷南駐輪場 民営 52 阿佐谷南 1-47-8

18 東洋カーマックス阿佐谷南２丁目駐輪場 民営 64 阿佐谷南 2-14

所  在  地
収容台数

運  営名　称

施設の用途 施設の規模 自転車駐車場の規模

百貨店、スーパーマーケットその他の小売店、飲食店
店舗面積が300平方メートルを
超えるもの

店舗面積15平方メートルごとに1台

銀行等金融機関
店舗面積が400平方メートルを
超えるもの

店舗面積20平方メートルごとに1台

遊技場（パチンコ店、ゲームセンター等）
店舗面積が200平方メートルを
超えるもの

店舗面積10平方メートルごとに1台

スポーツ施設
運動場面積が500平方メートル
を超えるもの

運動場面積25平方メートルごとに1台

学習施設
教室面積が300平方メートルを
超えるもの

教室面積15平方メートルごとに1台

●自転車駐車場の附置義務台数の検討

　自転車駐車場の規模の想定のため、自転車駐車場の必要台数および必要面積を算定する。

　なお検討対象地の建物規模や用途が定まっていないことから、本検討では想定される最大規模で検討する。

　杉並区自転車の放置防止及び駐車場整備に関する条例に基づき、必要台数および面積を検討する。

　最大規模での検討とするため、用途を「百貨店、スーパーマーケットその他の小売店、飲食店」と想定し、15㎡

ごとに1台として検討する。なお顧客が来集の目的としない場所や従業員等の施設は、算定から除外できるため、算

定面積は延床面積の7割と仮定し検討する。

　また、条例に基づき、店舗などの面積が5,000㎡を超える施設は、5,000㎡を超えた部分については、算定した自

転車駐車場の規模の2分の1とする。

●検討対象地周辺の自転車駐車場台数について

　検討対象地周辺の自転車駐車場の位置および台数を以下に示す。

　周辺の主な既存自転車駐車場は約2,000台であることがわかる。（図および表中1.3.7.12）

「杉並区自転車駐車のご案内」令和6年11月時点

検討対象地周辺には、既存駐輪場が約2,000台あることがわかる。

また、自転車駐車場附置義務により、自転車駐車場は最大で約800台程度設ける必要がある。

なお、それぞれの台数は計画の規模および用途によって前後するため、今後詳細な検討が必要である。

検討②の延床面積16,000㎡の場合においては、活用案2：既存区立施設の再編整備を中心とした案であるため、

近隣の公共性のある施設と言える、周辺既存自転車駐車場、1・3・7・12の建替時の代替地として利用できるよ

う、附置義務台数に加えて、上記自転車駐車場台数のうち、中規模程度の300台程度(自転車駐車場3)を見込むこ

ととする。

以上を踏まえ、自転車駐車場台数は以下の台数以上とする。

【検討①：延床面積 26,000㎡の場合】約780台

【検討②：延床面積 16,000㎡の場合】約840台（附置義務台数約540台＋周辺既存自転車駐車場代替約300台）

　　

■駐輪施設について

■自転車駐車場台数について

駅北東エリア内既存自転車駐車場

【検討①：延床面積26,000㎡の場合】

　算定面積：26,000㎡×0.7＝18,200㎡

　自転車駐車場台数：（5,000㎡まで）5,000/15=333台　（5,000㎡を超える部分）13,200㎡/15×1/2＝440台

　　　　総計：333＋440＝773台

　　必要面積：773台×2.0㎡※＝1,546㎡　※平置き・通路を含めた1台あたりの面積を2.0㎡とする

　　必要台数：約780台　必要面積：約1,600㎡

【検討②：延床面積16,000㎡の場合】　

　算定面積：16,000㎡×0.7＝11,200㎡

　自転車駐車場台数：（5,000㎡まで）5,000/15=333台　（5,000㎡を超える部分）6,200㎡/15×1/2＝206台

　　　　総計：333＋206＝539台

　　必要面積：539台×2.0㎡※＝1,078㎡　※平置き・通路を含めた1台あたりの面積を2.0㎡とする

　　必要台数：約540台　必要台数：約1,100㎡



3章：概略プランの検討



20概略プランの検討について ・ 各概略プランの共通要素について

Suginami Daiichi Elementary School Site Utilization Review杉 並 第 一 小 学 校 跡 地 活 用 検 討

案 1 社会的な役割がある施設の整備を中心とした活用案案 1 社会的な役割がある施設の整備を中心とした活用案 案 3 暮らしを支える施設の整備を中心とした活用案案 3 暮らしを支える施設の整備を中心とした活用案

【アニメ】
多くのスタジオやクリエイ

ターが集積する (全国１位 )

アニメ制作の一大拠点。

周辺には中杉通りや神明宮、屋敷林があり、良好な景観

を生み出している。

【お笑い】

【けやき並木】

空襲で駅周辺や「けやき屋敷」が焼失し、多くの

けやきが失われた。しかし、一部が残ったことか

ら「この土地に適している」と判断され、1953 年

に住民が 119 本の苗木を寄付し、整備が行われた。

【良好な景観】

けやき並木と

連続した

「みどり」の整備

アニメ文化を継承

し、次世代のアニメ

文化を担う拠点に

【JAZZ ストリート】

創造・交流の場

「阿佐谷らしさ」

を未来につなぐ

文化拠点に

「まちが展示空間」

を建築的に継承

地域の文化を

感じられる

展示・公共空間へ

【商店街】

【学生】

【健康、運動
サービスの提供】

【子育て世代】

【防災、防犯拠点】

阿佐谷パールセンターをはじめ複数の

商店街が点在。

案 2 まちの更新を中心とした活用案案 2 まちの更新を中心とした活用案

災害時に地域住民が集まる

避難所や防災拠点が望まれ

ている。

災害時に転用できる

空間と「防災機能」を整備

し、情報発信の場としても

日常的に機能

放課後や休日に安心して過ごせる

公共的な居場所があると良い。

河北総合病院との連

携を通じ、地域包括

ケアに貢献する場を

整備

駅周辺に運動施設が限られ

ており、リハビリ、医療連

携、夜間は住民向けなど多

世代対応施設が少ない。

全天候型

屋内交流ス

ペース

みどりみどり

防災防災

【文士村】

【七夕まつり】

特別な日のにぎわいを

日常の空間へ拡張

音楽で人々の交流を育む

文化文化歴史歴史

地域の見守りの中で、

いつでも無料で立ち寄れる

“多世代ラウンジ”

天候や季節を気にせず子ど

もを遊ばせたいという地域

のニーズがある。

阿佐谷パールセンターで開催。

巨大な張りぼてや色とりどり

の吹き流しが飾られる阿佐谷

の夏の風物詩。

中杉通り沿い約 2キロに

わたり、日常の空間が演

奏会場に変わる。まちは

2日間ジャズ一色に。

昭和初期、阿佐ヶ谷は多くの文士

たちが暮らした「文士村」として

知られ、創作活動の拠点や文化交

流の場となっていた。

誰もが気軽に

楽しめるイベント

が開催できる

「ホール」を設ける

古くから芸能文化が息づくまちで

あり、現在も多くの芸人が集う劇

場やライブハウスが点在する。

にぎやかさと

顔見知りの関係を生

み出す空間に

みんなの居場所みんなの居場所
【高齢者】

昼間に活動する高齢者の居場所の選択肢

があると良い。

多様な人々の「居場所」、

いつでも好きな場所で

過ごせる空間

【ワーカー】

（地域・来街者）

阿佐谷は住宅地が中心で、“働く場”

としてのスペースが限られている。

【世尊院】

駅と神明宮をつなぐ

プロムナードを整備し、

地域の文化的拠点を生

かしたにぎわづくり

阿佐ヶ谷神明宮例

大祭などを通じ、

地域とのつながり

を育む、阿佐ヶ谷

の文化的拠点。

【神明宮】

にぎわいを創出し、

みどりを施設につなぐ

「広場」

【一時待機スペース】

阿佐ヶ谷駅周辺で、災害時

に一時的に滞留できる広い

スペースが限られている。

交流が重なる

コミュニティ図書館

駅前ならではのにぎわいと利便性駅前ならではのにぎわいと利便性
老朽化施設老朽化施設

■各概略プランの共通要素について

・阿佐谷地域の活性化や、安心・安全なまちづくりなどを目的として、1，2章の調査結果より、検討対象地における各概略プランに共通する機能を、共通要素『杉一小跡地マストアイテム』として整理する。

■概略プランの検討について

・3章では 1章、2章での検討をふまえ、区からの情報提供に基づく活用案 3案について、将来像の案、概略プラン、事業スケジュールの検討に取り組む。
・区から示された活用案（案 1,2,3）について、本検討では以下の名称とする。

これまでの調査内容から

考察されること
導かれる用途・要素

凡例

阿佐ヶ谷駅北東地区

まちづくり

阿佐ヶ谷駅北東地区

まちづくり
【災害に強い安全・安心なまち】

【にぎわいや利便性が高まり、来街者が集うまち】

【歴史と文化が調和したみどり豊かなまち】

駅直結のアーケード商店街など、生活機

能がコンパクトに集約されている。その

一方、駅前はバスロータリーや建物が密

集し、人々が自由に憩える広場やオープ

ンスペース・駐車場が乏しいのが現状。

「オープン

スペース」

駅周辺での需要

が高い

「駐車場」の整備

杉一小跡地マストアイテム

(案 1～ 3共通要素 )

阿佐ケ谷駅周辺の公共施設は、老朽化により

更新時期をむかえている。また、移転による

利便性の向上も検討課題である。

阿佐ヶ谷における「学び」

と「信仰・地域文化」が重

なり合う場。

案 1：公共性の高い施設の整備を中心とした活用案 案 2：既存区立施設の再編整備を中心とした活用案 案 3：行政サービスを提供する施設の整備を中心とした活用案

概略プランの各案に必ず取り入れる共通要素を以下に示す。

「多様な人々の居場所」「オープンスペース」「広場」「ホール」「みどり」「災害時に転用できる空間や防災機能」「駐車場」
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21概略プラン案 1　社会的な役割がある施設の整備を中心とした活用案

A3

道路歩道状
空地

広場

B3F

屋上広場屋上広場
吹抜吹抜

繋がる吹き抜け空間繋がる吹き抜け空間

ホールホールホワイエホワイエ

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 多世代の居場所多世代の居場所

産業振興センター・産業商工会館産業振興センター・産業商工会館

RF(60m)
15F

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

ラウンジラウンジ

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

子どもの居場所子どもの居場所

運動施設運動施設

図書館図書館

スタートアップ支援
オフィス機能

スタートアップ支援
オフィス機能

文化の発信場所文化の発信場所
B1F

14F

7F

1F

3F

5F

A3

道路歩道状
空地

広場

B3F

屋上広場屋上広場
吹抜吹抜

繋がる吹き抜け空間繋がる吹き抜け空間

ホールホールホワイエホワイエ

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 多世代の居場所多世代の居場所

産業振興センター・産業商工会館産業振興センター・産業商工会館

RF(60m)
15F

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

ラウンジラウンジ

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

子どもの居場所子どもの居場所

運動施設運動施設

図書館図書館

スタートアップ支援
オフィス機能

スタートアップ支援
オフィス機能

文化の発信場所文化の発信場所
B1F

14F

7F

1F

3F

5F

■

検討期間 1年目 2年目 6年目5年目4年目
事業期間

3年目 7年目 8年目

建設期間基本設計・実施設計基本計画地権者協議
跡地活用検討

広場広場
多世代の
居場所
多世代の
居場所

文化の発信場所文化の発信場所

・広場の形成
・屋上広場とも繋がり、
みどりと人を引き込む
＋防災機能としての役割

・広場の形成
・屋上広場とも繋がり、
みどりと人を引き込む
＋防災機能としての役割

駅から神明宮をつなぐ
プロムナードと広場が
新たなまちの広がりを形成

駅から神明宮をつなぐ
プロムナードと広場が
新たなまちの広がりを形成

杉並第一小学校

阿佐谷
神明宮世尊院

JR 阿佐ケ谷駅
中
　
杉
　
通
　
り

商店街を中心とした
にぎわいのエリア

住宅エリア

北口バスロータリー

小学校への動線小学校への動線

周辺環境と調和した、植栽計画を行う周辺環境と調和した、植栽計画を行う

阿佐谷新進会商店街阿佐谷新進会商店街

阿
佐
谷
商
和
会
(北
口
ア
ー
ケ
ー
ド
街
)

阿
佐
谷
商
和
会
(北
口
ア
ー
ケ
ー
ド
街
)

商業施設商業施設

商業施設商業施設

銀行銀行

阿
佐
谷
商
和
会

阿
佐
谷
商
和
会

河北総合病院

みどりの連続みどりの連続

みどりの連続みどりの連続

新たなにぎわいの動線新たなにぎわいの動線

●概要

〇施設の特徴や機能の説明
　「社会的な役割がある施設の整備」を軸に、子供から高齢者まで年代を問わず多世代の居場所を中
心として、提案をする。下階には子供・現役世代・高齢者それぞれをターゲットとした施設を配置し
つつ、吹抜けでつなぐことで、世代を超えた交流を促進する。低層部にはアニメ文化や文士、JAZZ
といった阿佐谷らしい文化・歴史要素と、共通事項である居場所空間を整備し、通りかかる人が自然
と立ち寄り滞在できる開かれた場とする。中層部には公共性の高い機能を配置し、地域需要のある居
場所空間を整備する。3、4階は、「屋上広場」と繋げながら、子どもの居場所となる空間を配置し、 
吹き抜けを介して一体的な遊び場空間となる。5階は、今後の高齢化社会を見据え、河北総合病院と
連携したリハビリ・健康増進の場とするとともに、夜間は一般開放する運動施設を設ける。6階は、
産業振興センターと連携したインキュベーションオフィスを整備し、スタートアップ支援の場となる。
上層部には、オフィスゾーン等の目的性の高い用途を重ね、立体的に活動が積層する構成とする。最
上階にはホールとホワイエを配置し、高天井空間とするため 14・15 階の 2層構成とする。さらに、
スキップフロア型の構成により展望ラウンジとカフェを設け、街を一望できる場を創出し、日常から
少し離れた「非日常の居場所」となる。吹き抜けを介してにぎわいがあふれ出し、周辺環境の豊かな
緑と広場を緩やかにつなぐ、世代や目的を超えた交流が生まれる阿佐谷の新たなランドマークとなる。

●跡地活用の全体イメージ ( 建物ボリューム )

●事業スケジュール ( 想定 )

河北総合病院河北総合病院

JR 阿佐ケ谷駅JR 阿佐ケ谷駅

社会的な役割がある施設の整備を中心とした活用案社会的な役割がある施設の整備を中心とした活用案概略プラン　案 1

〇将来像 ( 案 )
「緑と文化を次世代へ繋ぎ、多世代の交流が新たな日常を創り出す、
阿佐谷のにぎわい拠点」

杉並第一小学校杉並第一小学校

世尊院世尊院

阿佐谷
神明宮
阿佐谷
神明宮

中杉
通り
中杉
通り

凡例

ホール機能
図書・学習機能

業務・管理機能
・駐車場・その他

交流機能

行政サービス

文化機能

リフレッシュ機能

〇規模等

●断面構成イメージ（施設構成）

●周辺環境との関係イメージ（配置計画）　※記載の機能は 1階の機能を示す

規模 高さ 延床面積 駐車施設 必要空地率
地上 15階建て、
地下 3階建て 約 60m 約 33,000 ㎡ 車約 130 台 30％以上（※内 駐車施設面積 約 8,700 ㎡ ） 自転車約 780 台

N

本概略プランは受託者の提案であり、区としての方向性を決定したものではありません。
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22概略プラン案 2　まちの更新を中心とした活用案

道路歩道状
空地

広場

6F(24m)

B2F

屋上
広場
屋上
広場

にぎわいのエリアにぎわいのエリア

ホールホール

オープンスペースオープンスペース

産業振興センター産業振興センター 産業商工会館産業商工会館
行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
図書館図書館

図書館図書館

文化の発信場所文化の発信場所

B1F
1F

道路歩道状
空地

広場

6F(24m)

B2F

屋上
広場
屋上
広場

にぎわいのエリアにぎわいのエリア

ホールホール

オープンスペースオープンスペース

産業振興センター産業振興センター 産業商工会館産業商工会館
行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
図書館図書館

図書館図書館

文化の発信場所文化の発信場所

B1F
1F

道路歩道状
空地

広場

B3F

産業振興センター産業振興センター

ホールホール
吹抜吹抜

屋上広場屋上広場

オープン
スペース
オープン
スペース

行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

文化の発信場所文化の発信場所 産業商工会館産業商工会館

RF(60m)
15F

B1F

7F

1F

3F

道路歩道状
空地

広場

B3F

産業振興センター産業振興センター

ホールホール
吹抜吹抜

屋上広場屋上広場

オープン
スペース
オープン
スペース

行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

文化の発信場所文化の発信場所 産業商工会館産業商工会館

RF(60m)
15F

B1F

7F

1F

3F

道路歩道状
空地

広場

B3F

産業振興センター産業振興センター

ホールホール
吹抜吹抜

屋上広場屋上広場

オープン
スペース
オープン
スペース

行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

文化の発信場所文化の発信場所 産業商工会館産業商工会館

RF(60m)
15F

B1F

7F

1F

3F

道路歩道状
空地

広場

B3F

産業振興センター産業振興センター

ホールホール
吹抜吹抜

屋上広場屋上広場

オープン
スペース
オープン
スペース

行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

文化の発信場所文化の発信場所 産業商工会館産業商工会館

RF(60m)
15F

B1F

7F

1F

3F

道路歩道状
空地

広場

B3F

産業振興センター産業振興センター

ホールホール
吹抜吹抜

屋上広場屋上広場

オープン
スペース
オープン
スペース

行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

文化の発信場所文化の発信場所 産業商工会館産業商工会館

RF(60m)
15F

B1F

7F

1F

3F

A3

道路歩道状
空地

広場

B3F

屋上広場屋上広場
吹抜吹抜

繋がる吹き抜け空間繋がる吹き抜け空間

ホールホールホワイエホワイエ

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 多世代の居場所多世代の居場所

産業振興センター・産業商工会館産業振興センター・産業商工会館

RF(60m)
15F

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

ラウンジラウンジ

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

子どもの居場所子どもの居場所

運動施設運動施設

図書館図書館

スタートアップ支援
オフィス機能

スタートアップ支援
オフィス機能

文化の発信場所文化の発信場所
B1F

14F

7F

1F

3F

5F

■

検討期間 事業期間
1年目 2年目 6年目5年目4年目3年目 7年目

地権者協議
跡地活用検討 建設期間基本計画 基本設計・実施設計

広場広場

・広場の形成
・屋上広場とも繋がり、
みどりと人を引き込む
＋防災機能としての役割

・広場の形成
・屋上広場とも繋がり、
みどりと人を引き込む
＋防災機能としての役割

駅から神明宮をつなぐ
プロムナードと広場が
新たなまちの広がりを形成

駅から神明宮をつなぐ
プロムナードと広場が
新たなまちの広がりを形成

杉並第一小学校

阿佐谷
神明宮世尊院

JR 阿佐ケ谷駅

阿佐谷新進会商店街阿佐谷新進会商店街

中
　
杉
　
通
　
り

阿
佐
谷
商
和
会
(北
口
ア
ー
ケ
ー
ド
街
)

阿
佐
谷
商
和
会
(北
口
ア
ー
ケ
ー
ド
街
)

商業施設商業施設

商業施設商業施設

銀行銀行

阿
佐
谷
商
和
会

阿
佐
谷
商
和
会

商店街を中心とした
にぎわいのエリア

住宅エリア

北口バスロータリー

小学校への動線小学校への動線

周辺環境と調和した、植栽計画を行う周辺環境と調和した、植栽計画を行う

ピロティ空間を整備し、
駅前のにぎわいと一体と
なった交流空間を創出する

ピロティ空間を整備し、
駅前のにぎわいと一体と
なった交流空間を創出する

広場広場

図書館図書館

オープン
スペース
オープン
スペース

にぎわい
のエリア
にぎわい
のエリア

河北総合病院

みどりの連続みどりの連続

みどりの連続みどりの連続

新たなにぎわいの動線新たなにぎわいの動線

〇規模等

●概要

〇施設の特徴や機能の説明
　「まちの更新」を軸に、既存の区立施設の再編と多世代の居場所機能を整備する。既存施設が居場
所空間と融合することで新たな価値を生み出し、利便性の向上と新たなまちの中心となる施設を提
案する。
　ピロティ空間を設け、雨天時にもイベント開催が可能な半屋外広場を整備。広場とも連携しなが
ら近隣社寺と繋がる。平常時には駅利用者や地域住民が自然と立ち寄る居場所として機能し、まち
と建物をつなぐにぎわいの拠点を形成する。1階は誰もがふらっと立ち寄れる「にぎわいのエリア」
とし、日常的な滞在や交流を促す開かれた空間とする。図書館機能は低層部に配置し、生涯学習ラ
ウンジを併設。学びや情報発信、対話を通じて相乗効果を生み出し、知の集積と市民活動を支える
フロアとする。文化の発信を目的として、アニメーションミュージアムを、既存施設よりも規模を
拡大して整備するとともに、区民要望の高いギャラリーを併設し、多様な文化活動や創作発表の場
を創出する。テラスと一体的に計画し、文化の発信が建物内外へと連続的に広がる空間構成とする。
中層部には産業振興センターと産業商工会館を配置し、多目的ホールや大小会議室を設けて産業支
援や市民活動を支える。上層部には、行政機能を集約する。

●事業スケジュール ( 想定 )

●断面構成イメージ（施設構成）

〇将来像 ( 案 )
「地域の活力と文化を融合し、新たなつながりを生み出す交流拠点」

凡例

ホール機能
図書・学習機能

業務・管理機能
・駐車場・その他

交流機能

行政サービス

文化機能

まちの更新を中心とした活用案まちの更新を中心とした活用案

●跡地活用の全体イメージ ( 建物ボリューム )

河北総合病院河北総合病院

JR 阿佐ケ谷駅JR 阿佐ケ谷駅
杉並第一小学校杉並第一小学校

世尊院世尊院

阿佐谷
神明宮
阿佐谷
神明宮

中杉
通り
中杉
通り

●周辺環境との関係イメージ（配置計画）　※記載の機能は 1階の機能を示す

規模 高さ 延床面積 駐車施設 必要空地率
地上 6階建て、
地下２階建て 約 24m 約 19,500 ㎡ 車約 90 台

（※内 駐車施設面積 約 6,300 ㎡ ） 自転車 約 840 台

N

概略プラン　案 2

本概略プランは受託者の提案であり、区としての方向性を決定したものではありません。
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23概略プラン案 3　暮らしを支える施設の整備を中心とした活用案

道路歩道状
空地

広場

B3F

産業振興センター産業振興センター

ホールホール
吹抜吹抜

屋上広場屋上広場

オープン
スペース
オープン
スペース

行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

文化の発信場所文化の発信場所 産業商工会館産業商工会館

RF(60m)
15F

B1F

7F

1F

3F

道路歩道状
空地

広場

B3F

産業振興センター産業振興センター

ホールホール
吹抜吹抜

屋上広場屋上広場

オープン
スペース
オープン
スペース

行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

文化の発信場所文化の発信場所 産業商工会館産業商工会館

RF(60m)
15F

B1F

7F

1F

3F

道路歩道状
空地

広場

B3F

産業振興センター産業振興センター

ホールホール
吹抜吹抜

屋上広場屋上広場

オープン
スペース
オープン
スペース

行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

文化の発信場所文化の発信場所 産業商工会館産業商工会館

RF(60m)
15F

B1F

7F

1F

3F

道路歩道状
空地

広場

B3F

産業振興センター産業振興センター

ホールホール
吹抜吹抜

屋上広場屋上広場

オープン
スペース
オープン
スペース

行政サービス行政サービス

駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

社寺等
文化の発信場所文化の発信場所

文化の発信場所文化の発信場所 産業商工会館産業商工会館

RF(60m)
15F

B1F

7F

1F

3F

■

検討期間 事業期間
1年目 2年目 6年目5年目4年目3年目 7年目 8年目

建設期間基本設計・実施設計基本計画地権者協議
跡地活用検討

〇将来像 ( 案 )
「行政サービスと多様な交流拠点を併せ持つ、安心と防災の地域拠点」

広場広場
エントランス
ホール

エントランス
ホール

・広場の形成
・屋上広場とも繋がり、
みどりと人を引き込む
＋防災機能としての役割

・広場の形成
・屋上広場とも繋がり、
みどりと人を引き込む
＋防災機能としての役割

駅から神明宮をつなぐ
プロムナードと広場が
新たなまちの広がりを形成

駅から神明宮をつなぐ
プロムナードと広場が
新たなまちの広がりを形成

杉並第一小学校

阿佐谷
神明宮世尊院

JR 阿佐ケ谷駅

中
　
杉
　
通
　
り

商店街を中心とした
にぎわいのエリア

住宅エリア

北口バスロータリー

みどりの連続みどりの連続

小学校への動線小学校への動線

周辺環境と調和した、植栽計画を行う周辺環境と調和した、植栽計画を行う

ホールホール

ピロティ空間を整備し、
駅前のにぎわいと一体と
なった交流空間を創出する

ピロティ空間を整備し、
駅前のにぎわいと一体と
なった交流空間を創出する

オープン
スペース
オープン
スペース

阿佐谷新進会商店街阿佐谷新進会商店街

阿
佐
谷
商
和
会
(北
口
ア
ー
ケ
ー
ド
街
)

阿
佐
谷
商
和
会
(北
口
ア
ー
ケ
ー
ド
街
)

商業施設商業施設

商業施設商業施設

銀行銀行

阿
佐
谷
商
和
会

阿
佐
谷
商
和
会

多世代の
居場所
多世代の
居場所

河北総合病院

新たなにぎわいの動線新たなにぎわいの動線

みどりの連続みどりの連続

〇規模等

●概要

〇施設の特徴や機能の説明
　「暮らしを支える施設の整備」を軸に、阿佐谷に住む人々の暮らしを支える行政機能を集約して整備する
とともに、多世代の居場所を創出し、日常的に利用される地域の安心と防災の拠点となる施設を提案する。
　阿佐谷に住む人々の日常に溶け込むため、「駅前」から「神明宮」へと続く通りを敷地内に引き込
み、通り抜け可能なプロムナードを創出する。跡地とその周辺との連続性を高め、広場的な広がり
をもつ “新たなまちの結節点” を形成する。また、ピロティによる半屋外広場を一体的にオープンス
ペースとして整備し、イベントにも対応する。日常時には駅利用者や地域住民が自然と立ち寄る居
場所として機能させる。
アクセス性の高い低層部にはエントランスホール・居場所空間とホールを配置し、広場やオープン
スペースと一体的に活用することでにぎわいを施設内外へ広げる。災害時には 1階のフロア全体を
一時待機場所等で活用するなど、防災の拠点として機能する。また、エントランスホールは上階の
「JAZZ×文士×カフェ」と吹き抜けを介して一体的に整備。文化の発信として、アニメーションミュー
ジアムを配置し、多様な文化が交わるフロアとする。上層は行政サービス空間を集約。将来的な機
能変化にも対応できるよう面積にゆとりを持たせ、区民が快適に手続きや相談ができる、明るく開
放的な構成とする。

●事業スケジュール ( 想定 )

暮らしを支える施設の整備を中心とした活用案暮らしを支える施設の整備を中心とした活用案

●断面構成イメージ（施設構成）●跡地活用の全体イメージ ( 建物ボリューム )

河北総合病院河北総合病院

JR 阿佐ケ谷駅JR 阿佐ケ谷駅
杉並第一小学校杉並第一小学校

世尊院世尊院

阿佐谷
神明宮
阿佐谷
神明宮

中杉
通り
中杉
通り

●周辺環境との関係イメージ（配置計画）　※記載の機能は 1階の機能を示す

凡例

ホール機能

業務・管理機能
・駐車場・その他

交流機能

行政サービス

文化機能

N

概略プラン　案 3

規模 高さ 延床面積 駐車施設 必要空地率
地上 15階建て、
地下 3階建て 約 60m 約 33,000 ㎡ 30％以上車約 130 台

自転車約 780 台（※内 駐車施設面積 約 8,700 ㎡ ）

本概略プランは受託者の提案であり、区としての方向性を決定したものではありません。
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24案 1～ 3 に共通するイメージ

■案 1～ 3に共通するイメージ（区民が日常的に利用する場面を想定した空間例）

けやき並木と調和する、開放的な「豊かなみどり」の憩いの場

イベントと日常が重なり合う、賑わい溢れる「多様な人々の居場所」 近隣社寺と豊かなみどりが調和する、多世代のための「広場」

　多くの世代が育った学び舎の跡地は、阿佐谷ならではの文化を大切にしながら、区民の日常に
深く寄り添う新たな多世代が交流する居場所を創出します。核となるのは、周辺の寺社やまち並
み、そして美しいけやき並木に調和する「豊かなみどり」です。開放的な「屋上広場」や全天候
型の「オープンスペース」、地域の広がりを生む「広場」を一体的に整備することにより、街に
溶け込んだ賑わいの拠点となります。

　ここには多世代が自然と集い、思い思いに憩う風景があります。だれもが安心して過ごせる
「多様な人々の居場所」を目指します。

　また、ここは「阿佐谷ジャズストリート」や「阿佐谷七夕まつり」等の阿佐谷ならではの文化
を次世代へつなぐ舞台でもあります。特別な日の賑わいが日常へと拡張され、交流が連鎖的に広
がる場を設けることで「阿佐谷らしさ」を未来へ継承します。賑わいと安らぎが共存するこの拠
点は、次世代のコミュニティを育む場として、また、災害時には、地域の安全・安心を支える防
災機能を備えた空間として、阿佐谷の日常をより豊かに彩り続けます。
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25概略プラン案（案 1～案 3）の特徴比較

〇将来像（案）
「地域の活力と文化を融合し、新たなつながりを生み
出す交流拠点」

〇特徴 〇特徴 〇特徴

〇将来像（案）
「行政サービスと多様な交流拠点を併せ持つ、安心と
防災の地域拠点」

■概略プラン案（案 1～案 3）の特徴比較

イメージ イメージ イメージ

みどり

広場

居場所

防災

ホール

にぎわい

文化

周辺環境
との繋がり

その他

みどり豊かな周辺環境と連続するように、広場から屋上広場へとみどりをつなげる。

イベントにも対応可能、近隣社寺とも連携が取れるにぎわいの場。

最上階に配置し、周辺景観を望める空間とする。天井空間を確保するため 2層構成とする。

アニメや JAZZ といった阿佐谷の文化を感じられるスペースや、子ども向けの遊び場空間など
が全フロア吹抜けでつながり、施設全体ににぎやかさがあふれ出す。

オープンスペースなし。
※駅から神明宮をつなぐ通り抜けの通路を設けている。

広場やホール、居場所空間が避難・集会スペースや一時的な待機場と災害時転用可能。

アクセス性が高い 1階の通路に面して誰でも使える多世代の居場所空間を配置。人が滞留しやす
く、外部からもにぎわいを感じられる。2階には図書館を設け、多世代が利用できる居場所空間
とする。3階・4階は、こどものための居場所空間となる。

アクセスが良く建物の「顔」となる 1階に、訪れる人々が阿佐谷ならではのアニメ文化にさり
げなく触れられるような場を配置。吹き抜けを介して上階のカフェ空間と繋がり、 阿佐谷の文化
である JAZZ の音楽や、カフェのにぎやかさが広がる空間となる。

「駅前」から「神明宮」へと続く通りを敷地内に引き込むプロムナードを設ける。まちの回遊性
を止めることなく “新たなまちの結節点” を形成。

３階・４階の「屋上広場」を子どもの居場所へつなぐ。上階の児童文学館や屋内遊び場とも繋が
り、フロア全体が一体的に利用でき、相乗効果を生みながら混ざり合う。

オープン
スペース

みどり

広場

居場所

防災

ホール

にぎわい

文化

周辺環境
との繋がり

その他

オープン
スペース

みどり

広場

居場所

防災

ホール

にぎわい

文化

周辺環境
との繋がり

その他

オープン
スペース

概要 概要 概要

案1 社会的な役割がある施設の整備を中心とした活用案案1 社会的な役割がある施設の整備を中心とした活用案 案 3 暮らしを支える施設の整備を中心とした活用案案 3 暮らしを支える施設の整備を中心とした活用案案 2 まちの更新を中心とした活用案案 2 まちの更新を中心とした活用案

凡例

ホール機能
図書・学習機能

業務・管理機能
・駐車場・その他

交流機能

行政サービス

文化機能

リフレッシュ機能

みどり豊かな周辺環境と連続するように、広場から屋上広場へとみどりをつなげる。

イベントにも対応可能、近隣社寺とも連携が取れるにぎわいの場。

「駅前」から「神明宮」へと続く通りを敷地内に引き込み、通り抜け可能なプロムナードとピ
ロティ空間を創出。まちの連続性を高め、広場的な広がりをもつ “新たなまちの結節点” を形成。

アクセスのよい、施設の核となる 1階に配置。広場・ピロティ・エントランスホールと連携可能。

災害時には、ホールを含む 1階フロア全体を一時待機場所等で活用する。

アクセス性が高い 1階には、居場所空間を配置。上階の JAZZ や文士・アニメといった阿佐谷
の文化フロアの雰囲気を感じられる居場所空間となる。

雨天時にもイベント開催が可能な半屋外の広場空間を整備。日常時には駅利用者や地域住民が
自然と立ち寄る居場所として機能し、施設全体のにぎわいを創出。

JAZZ・アニメ・文士村文化といった阿佐谷らしさ全開の阿佐谷を象徴するフロアを設け、お互
いの文化が交わりながら阿佐谷文化を発信していく。JAZZ の音楽が吹き抜けを介して空間に広
がり、音楽で上下階が一体となる空間を形成する。

中層階から、最上階までは行政サービス空間を集約。将来的な機能変化にも対応できるよう面
積にゆとりを持たせ、区民が快適に利用できる、明るく開放的な構成。

にぎわいを生み出す市民利用機能を低層部に配置。各機能がシームレスに交わる構成とする。

河北総合病院河北総合病院

JR 阿佐ケ谷駅JR 阿佐ケ谷駅
杉並第一小学校杉並第一小学校

世尊院世尊院

阿佐谷
神明宮
阿佐谷
神明宮

中杉
通り
中杉
通り

河北総合病院河北総合病院

JR 阿佐ケ谷駅JR 阿佐ケ谷駅
杉並第一小学校杉並第一小学校

世尊院世尊院

阿佐谷
神明宮
阿佐谷
神明宮

中杉
通り
中杉
通り

河北総合病院河北総合病院

JR 阿佐ケ谷駅JR 阿佐ケ谷駅
杉並第一小学校杉並第一小学校

世尊院世尊院

阿佐谷
神明宮
阿佐谷
神明宮

中杉
通り
中杉
通り

1 階はすべてがイベントスペースやラウンジなど、誰もがふらっと立ち寄ることのできる「に
ぎわいの居場所エリア」となる。1階には図書館を設け、にぎわいの居場所エリアと合わせて
日常的な滞在や交流が生まれる空間とし、まちと建物をつなぐ活動の拠点を形成する。

図書館機能は低層部に配置。図書館との親和性が高い男女平等推進センターを併設し、学びや
情報発信、対話の場として相乗効果を生み出す。会議室も配置し、産業支援や企業活動を支える。

阿佐谷を代表する文化であるアニメを体験できる空間を整備する。また、区民の文化活動を支
える「展示場所」としてのギャラリースペースを整備。多様な文化活動や創作発表の場を創出。
屋上広場と一体的に計画し、文化の発信が建物内外へと連続的に広がる空間構成とする。

雨天時にもイベント開催が可能な半屋外の広場空間を整備。日常時は、駅利用者や地域住民が
自然と立ち寄る居場所として機能する。

通り抜け可能なピロティ空間と広場を連携させ、まちの連続性を高めながら “新たなまちの結
節点” を形成。

みどり豊かな周辺環境と連続するように、広場から屋上広場へとみどりをつなげる。

イベントにも対応可能、近隣社寺とも連携が取れるにぎわいの場。

中間層 (4 階 ) に配置。天井空間を確保するため 2層構成とする。

1階は広場やラウンジといった広い空間のため、災害時にはフロア全体が防災拠点として機能

低層部は吹き抜けで立体的につなげ、にぎわいが上下階へと自然と伝わる。1階は、滞在や交
流を促す「にぎわいのエリア」とし、その上階に図書館機能と生涯学習ラウンジを併設。

〇将来像（案）
「緑と文化を次世代へ繋ぎ、多世代の交流が新たな日常
を創り出す、阿佐谷のにぎわい拠点」

車約 130 台
自転車約 780 台

車約 90 台
自転車約 840 台

車約 130 台
自転車約 780 台

規模 高さ 延床面積 駐車施設 空地率
地上15階建て、
地下3階建て 約 60m 約 33,000 ㎡ 30％以上※内 駐車施設面積 

約 8,700 ㎡ 

規模 高さ 延床面積 駐車施設 空地率
地上6階建て、
地下2階建て 約 24m 約 19,500 ㎡

※内 駐車施設面積 
約 6,300 ㎡

規模 高さ 延床面積 駐車施設 空地率
地上15階建て、
地下3階建て 約 60m 約 33,000 ㎡ 30％以上※内 駐車施設面積 

約 8,700 ㎡ 
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道路歩道状
空地

広場 駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

屋上広場屋上広場

多世代の居場所多世代の居場所
ホールホール

6F(24m)

B2F

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

行政サービス行政サービス
社寺等 産業商工会館産業商工会館

B1F
1F

道路歩道状
空地

広場 駐車場・駐輪場駐車場・駐輪場

屋上広場屋上広場

多世代の居場所多世代の居場所
ホールホール

6F(24m)

B2F

JR 阿佐ケ谷駅
ホームレベル

隣接商業施設 

行政サービス行政サービス
社寺等 産業商工会館産業商工会館

B1F
1F

検討期間 事業期間

跡地活用検討

1年目 2年目 6年目5年目4年目3年目

建設期間基本計画 基本設計・実施設計

河北総合病院

杉並第一小学校

阿佐谷
神明宮世尊院

JR 阿佐ケ谷駅

中
　
杉
　
通
　
り

商店街を中心とした
にぎわいのエリア

住宅エリア

北口バスロータリー

小学校への動線小学校への動線

周辺環境と調和した、
植栽計画を行う
周辺環境と調和した、
植栽計画を行う

阿佐谷新進会商店街阿佐谷新進会商店街

阿
佐
谷
商
和
会
(北
口
ア
ー
ケ
ー
ド
街
)

阿
佐
谷
商
和
会
(北
口
ア
ー
ケ
ー
ド
街
)

商業施設商業施設

商業施設商業施設

銀行銀行

阿
佐
谷
商
和
会

阿
佐
谷
商
和
会

みどりの連続みどりの連続
・広場の形成
・みどりと人を引き込む
・広場の形成
・みどりと人を引き込む

広場広場

多世代の
居場所
多世代の
居場所

■区有地のみを活用する概略プラン

●事業スケジュール ( 想定 )

〇規模等

●概要

〇施設の特徴や機能の説明
　「神明宮」や「河北総合病院」「杉並第一小学校」をつなぐ通りに面して広場を設け、まちのみど
りやにぎわいをつなぐ計画とする。
　また、ボリュームを抑え、近隣の神明宮や世尊院への圧迫感を軽減し、周囲へ配慮した計画とする。
　アクセス性の高い 1階にはエントランスホール・居場所空間・イベントスペースを配置し、広場
と一体的に活用することで建物内外へにぎわいを広げる。災害時にはフロア全体が一時待機場所と
して活用する。
　また、ホールと産業商工会館のフロアを連続して配置し、連携した運営が可能な計画とする。ホー
ルと会議室を近接して配置することで、小さなイベントから中規模な講演会まで様々な用途に対応
できる計画とする。
4～ 6階には行政サービス機能を集約する。区民が快適に手続きや相談ができる、明るく開放的な
構成とする。

●特徴

みどり

広場

居場所

防災

ホール

にぎわい

周辺環境
との繋がり

その他

みどり豊かな周辺環境と連続するように、広場から屋上広場へとみどりを
つなげる。
小規模なイベントにも対応可能、近隣社寺とも連携が取れるにぎわいの場。

「神明宮」や「河北総合病院」「杉並第一小学校」をつなぐ通りに面して広
場を設け、まちのみどりやにぎわいをつなぐ計画とする。まちの連続性を
高め、広場的な広がりをもつ “新たなまちの結節点” を形成。

アクセスのよい、施設の核となる低層階に配置。産業商工会館とフロアを
隣接させ配置し、連携した運営が可能。

ホールは災害時に避難者や駅周辺の滞留者の一時待機場所として機能。

アクセス性が高い 1階には、居場所空間を配置。エントランスホール・イ
ベントスペース・広場と一体的に活用し、にぎわいを施設内外へ広げる。

中層階から、最上階までは行政サービス機能を集約。区民が快適に手続き
や相談ができる、明るく開放的な構成。

にぎわいを生み出す居場所スペースを 1階に配置。広場・エントランス・
居場所・カフェスペースがシームレスに交わる構成とする。

規模 高さ 延床面積 駐車施設 必要空地率

地上 6階建て、
地下 2階建て 約 24m 約 5,250 ㎡

（※内 駐車施設面積 約 1,700 ㎡ ）

●断面構成イメージ（施設構成）●跡地活用の全体イメージ ( 建物ボリューム )

河北総合病院河北総合病院

JR 阿佐ケ谷駅JR 阿佐ケ谷駅
杉並第一小学校杉並第一小学校

世尊院世尊院

阿佐谷
神明宮
阿佐谷
神明宮

中杉
通り
中杉
通り

●周辺環境との関係イメージ（配置計画）　※記載の機能は 1階の機能を示す

凡例

ホール機能

業務・管理機能
・駐車場・その他

交流機能

行政サービス

文化機能

N

車約 20 台
自転車約 250 台

本概略プランは受託者の提案であり、区としての方向性を決定したものではありません。


